
学校関係者評価報告書 

 

学校法人湘南ふれあい学園茅ヶ崎看護専門学校の学校関係者評価委員会は、2026 年 6 月に書面にて

「2025 年度自己点検・自己評価報告書」に基づいて、学校関係者評価を実施しましたので、下記のと

おり報告いたします。 

2026 年 6 月 24 日 

学校法人湘南ふれあい学園 

茅ヶ崎看護専門学校 

学校関係者評価委員会 

１ 学校関係者評価委員会 

【地域関係者】 

委員 貴島 義夫 氏 今宿自治会会長 

【実習先および就職先関係者】 

委員 大瀧 美穂子 氏 湘南東部総合病院 看護部長 

【卒業生】 

委員 室伏 優太 氏 ふれあい連携同窓会副会長（第２１期生） 

【学校】 

増田 信代 副学校長 

石井 淳子 教務主任 

矢崎 好美 事務責任者 

 

２ 基準項目ごとの学校関係者評価・意見 

（１）教育理念・目標 

  目標に向けて実践できている。今後も目標達成にむけて頑張ってもらいたい。 

（２）教育活動 

  患者様の命を守る看護師として、知識・技術が必要であることを学びながら現場に出られる準備が

出来ていて良いと思う。 

国家試験の合格率が下がっている為、学力に応じた指導を強化していただきたい。 

（３）学生受入れ 

  看護の専門職として活躍できる人材を育てるためには、多くの人材を受け入れる必要があると考え

る。看護専門学校の入学者は全国的に減少していると言われる中、どのような特色を打ち出して入

学数を増やすのかが課題と思う。 

少子高齢化に伴い、募集定員数をさらに減らす事を検討、外部での学校紹介・学校見学の増加、受

験要件変更など、学生募集の強化が必要。 

（４）教職員組織 

  教員の不足を補い、業務負担を軽減できるようにしてください。 

（５）施設・設備等 

  特に問題なし。 

（６）学生生活支援 

  学生の中に支援係（成績優良者や既卒者）等の設置。 

精神的に打たれ弱い学生達への支援が重要と考える。 

メンタルヘルスのサポート・経済的支援など、今後も進めていただきたい。 

（７）管理・運営 

退学者に対しての要因分析（教員対応や学生間の関係性など）を深めて今後の対応改善に努めてい

ただきたい。 

以上 


